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戦時期『数学第二類』時代の幾何教育の実像
―実物ノートに見る新課程の実施内容―

片 岡 啓

⚑．はじめに

和歌山県の中部、御坊市にある歴史民俗資料館には、
未整理な状態ながら昭和戦前、戦時期の教育資料が多数
保管されている。中でも市内Ｋ家から寄贈されたものの
中には、戦時中の旧制中学校生の数学ノートをはじめ、
教科書や参考書、受験雑誌など当時の教育の様子をうか
がい知る貴重な資料が含まれている。数学ノートは昭和
18（1943）年前後の「代数」「幾何」が⚑冊ずつ、教科
書は「物象」が⚑冊などである。中学校の教育課程は昭
和17（1942）年に大幅に改訂されており、修業年限の短
縮も含む改訂が翌18年にも行われた。終戦前後は数学教
育にとっては一大改編期だったのである。

これまでに筆者は、実物資料に基づく終戦前後の数学
教育について調査、報告を行ってきた（片岡，2002，
2011）。本稿ではこのＫ家資料から、ちょうど新課程に
切り替わったばかりの昭和18～19年に旧制中学⚓、⚔年
生であった方（以下「Ｋ氏」とする）の「幾何ノート」
を取り上げ（図⚑）、戦時下という困難の中で、どのよ
うに新たな内容が学習されていたのかを検証していきた
い。

図1　Ｋ氏「幾何ノート」表紙

田中ら（2005）は教育課程の「次元」について IEA
が国際調査で使用している⚓つを次のように紹介してい
る。「意図したカリキュラム」は「教育政策や法規、国

家的な試験の内容、教科書」など、「実施したカリキュ
ラム」は「実際の指導、教室経営、教育資源の利用、教
師の態度など」、「達成したカリキュラム」は「生徒が学
校教育の中で獲得した…概念、手法、態度」などである

（p. 13）。教育課程や教科書の分析は「意図したカリキュ
ラム」の研究であるが、これらは意図通り行われるとは
限らず、「実施したカリキュラム」の分析は歴史的な研
究では欠かすことができない。数学教育史の分野で国際
的に活躍する Karp ら（2016）もこの区別に触れたうえ
で、歴史の現実を再現するには教科書の分析などを「生
徒や教師の書き残したもの、教師用書、試験問題など他
の証拠とともに行うことが必要だ」（p. 6）と述べている。
本小論は、実物のノートを通して、改訂された教授要目
の「実施されたカリキュラム」の姿を明らかにするささ
やかな試みの一端である。

Ｋ氏は、前後の資料から見て昭和16（1941）年旧制和
歌山県立日高中学校の入学である。昭和17年に改訂され
た教授要目の実施年にあたる翌18年、⚓年生となる。

「幾何ノート」は、途中に「第三学期」や「第四学年」
とあることから、中学⚓年生の⚒学期の途中に始まるこ
とがわかる。その表紙に「新教科書（⚑）」と記されて
いるので、ようやくその時期に教科書が配布されたのか
もしれない（表⚑）。

表1　Ｋ氏「幾何ノート」の年代

1年生
教授要目
改訂 2年生

『数学3
　第二類』

教授要目
改訂 3年生

『中等数
学1、2』 4年生

（5年生）

Ｋ氏年度 教授要目/教科書

代数ノート

幾何ノート

改訂教授要目に基づく教科書は『数学第一類』、『数学
第二類』と呼ばれる⚑種類だけの検定教科書で、⚑～⚓
年生用が昭和18年、⚔、⚕年生用が翌19年に発行されて
いる。「第一類」は主に代数的な内容、「第二類」が幾何
である。昭和18年にも改訂された教育課程は直ちに実施
されたが、対応する⚓年生の教科書は戦後の昭和21年ま
で発行されなかったためＫ氏の授業には反映されていな

【T：】Edianserver ／関西学院／教職教育研究／第24号／
片岡 啓 ⚒ 校

― 43 ―



い。「（新しい）中等学校制度は、十八年四月から実施し
たのであるが、修業年限の規定については同年四月入学
の者から適用することとなった」（文部省，1972，p. 586）
ためＫ氏の卒業は20年度末（昭和21年春）ということに
なったはずであるが、その後辿られた進路などについて
は不明である。

⚒．教科書『数学⚓第二類』の「軌跡」

昭和18（1943）年度のおそらく途中に配布された教科
書『数学⚓第二類』は、円錐曲線を含む「軌跡」や、加
法定理なども含む「三角関数」など、今日の中学⚓年生
から見ると相当に豊かな内容を有している。「幾何ノー
ト」は表⚒の目次のうち「⚑．軌跡」のすべてと、「⚒.
三角形と三角函数」のごく初めの部分を扱ってにわたっ
ている。

目次（表⚒）の「⚑．軌跡」が§⚑「機械の運動」で
始まることを見てもわかるように、この内容は従来の論
証的な方法とは大きく異なっている。§⚒まで身の回り
の実物の運動などを作図によって考察し、§⚕、⚖では
方程式で曲線を表す、いわゆる解析幾何が登場する。そ
れまでなかった楕円などの円錐曲線も含まれている。

表2　『数学3第二類』の目次

直前まで学習した幾何教科書は、同じ歴史民俗資料館
に同種のものが保存されている掛谷宗一『中等数学幾何
学』（昭和12年）であったと考えられる。掛谷の教科書
では直線図形、円、相似形と進んだ後に「軌跡」の項が
あり、与えられた条件から論証的に図形を求めるのが一
般的であった。例えば図⚒の問いは、OA ＋ OB が一定
のときの AB の中点の軌跡である。OM と ON を OA
＋ OB の半分の長さとするとき、（⚑）P が MN 上にあ
る、（⚒）MN 上の点 P は PQ ＋ PR ＝ (OA ＋ OB)/2
をみたす、の二つを証明するのである。この教科書では
座標や円錐曲線は全く扱われていない。『第二類』との

「落差」は相当に大きかった。
以下、ノートに沿って新しい教育課程の実施内容を具

体的に考察する。

⚓．Ｋ氏「幾何ノート」の内容

（⚑）「§⚑．機械の運動」
従来のように幾何学的条件から軌跡を考えるのではな

く、実生活で見聞する運動から考察させるのが『第二類』
における「軌跡」の特徴である。問⚑は印刷機械を想定
して「車輪Ａを回転させると…板Ｆはどんな運動をする
か」である（図⚓）。

図3　「機械の運動」問1

図4　「Ｋ氏ノート」の問1

d

r

Ｋ氏ノートでは、円 O の半径を r、BD ＝ d とすると
き、E が最も左に来るのは OD ＝ d － r となるとき、最
も右に来るのは OD ＝ d ＋ r のときであることをてい
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図2　『中等数学幾何学』の「軌跡」例



ねいに文章で記述している。一般に点 B の位置から点
E の位置を計算で出すのは、種々の条件もあって煩雑で
あるが、ここでは直観的な観察により左右の端の位置の
みを考えさせている（図⚔）。

同じく問⚒は、問⚑の可動部分を取り出して簡素化し
た「機械」で（図⚕）、やはり B が回転するときの D の
運動を尋ねている。Ｋ氏ノートでは、点 B の位置を15°
きざみで点に取り（図⚖の⚑，⚒，⚓，…）、これに対応
する D の位置を作図することによって D の運動を説明
している。煩雑な作業ではあるが、既知の幾何定理など
に頼らない発見的な方法で、『第二類』教科書の意図が
よく表れている。

図5　「機械の運動」問2

図6　「Ｋ氏ノート」の問2（一部）

問⚔も点 C が AB 間を動くときの F の運動を考えさ
せる問いである（図⚗）。CE ＝ DE ＝ FE を仮定して
FD が AB に垂直であることを、既知の幾何的な知識を
用いて証明し、F が「垂直運動」することを説明してい
る。指導の教員は、ここで教科書にはない線分 CF の包
絡線について考察させている。AB の間をおよそ20等分
して点を取り、それぞれの点において線分 CF を引く
と、曲線（なんとアステロイド）が浮かび上がる。

図7　「機械の運動」問4 図8　「機械の運動」問5

続いて問⚕は今日「スピログラフ」などと呼ばれる作
図機器を思わせる問いで、やはり点 P の軌跡を考えさ

せる（図⚘）。ノートでは90°の⚔分の⚑ずつ区切って円
を描き、作業を通して点 P の位置を調べ、「P は直径の
上を行く」と結論付けている（図⚙）。そのあと証明が
入るが、手作業を通じた発見というこの教科書の趣旨を
体現した授業になっている。

図9　「Ｋ氏ノート」の問5

授業はこのように教科書の問題を⚑問も飛ばさず、定
規とコンパスを用いたていねいな作図を求め、未知の内
容が登場することもいとわずに進んでいく。この後の問
いでは図10のようにレールを走る車輪上の、接点および
その外側と内側の点の軌跡（サイクロイドなど）を考え
るという、それまでは考えられない内容もある。もちろ
ん数式を求めることが目的ではなく、円周を16等分して
それぞれの点を描くという煩雑な手作業を通して、未知
の曲線に出会うことで「軌跡」の意味を理解させようと
いうものである（図11）。

図10　「車輪上の点の軌跡」

図11　「Ｋ氏ノート」のサイクロイド

実は、これ以前の「軌跡」学習は、既知の図形を結論
とするために直線と円しか登場しなかった。むしろそれ
を証明することに力点が置かれ、論証幾何の「難問」の
一翼を担っていた。
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（⚒）「投影図」
驚いたことに、「機械の運動」の後、教科書にはない

「投影図」を学習している。投影図は新しい教育課程で
史上初めて数学に取り入れられたもので、教育課程上は
⚑年生と⚔、⚕年生で主に扱われている。⚑年生では簡
単な立体の投影から、円柱を斜めに切ったときの側面の
展開図まで、応用に重点を置いた基礎的内容が設けられ
た。もちろんＫ氏が⚑年生の時は旧課程であったので学
習しておらず、（⚓年生では直接登場しないものの）先
生が補充しておこうと考えたのかもしれない。

内容は、図12のように線分の投影図からその「実長」
を求めるなど、図学としては本格的なものを扱ってい
る。平面図を基線に平行になるように回転し、それに対
応する立面図から実長を求めるのである（図12右）。

図12　線分の実長問題

図13　楕円の作図

旧課程ではこうした作図は教科「図画」の中で指導さ
れてきた。ただ、多くの中学校では⚓年生以降であり、
教育課程の改訂によって数学で扱うことになったため、
ノートのようにやや変則的な指導となったのかもしれな
い。扱う内容は多くないが、旧課程「図画」の中で「用
器画」（中等教育では図学のことをこのように呼んだ）
として教えられてきた形式に近いことも興味深い。最後
に平画面に平行な円を傾けた楕円の作図（図13）で終
わっているところを見ると、そのあとの「軌跡」で扱う
ことを見越してこうした作図を取り上げたのではないか
と考えられる。

（⚓）「§⚒．点の運動」
この節では、身の回りの実物から数学的な図形に進

む。問⚑が円外の点 O と円周上の点 P の中点の軌跡、
問⚒は平行四辺形の辺 CD の中点 E の軌跡（図14）で、
やはりノートではそれぞれ多数の点を作図することで解
答している。方針は前節から一貫している。

図14　「点の運動」問1、2

練習問題⚔で、P, Q がそれぞれ B, C から等速で動く
ときの交点 R の軌跡も、同様の作業を通して「AB を直
径とする円」を導いている（図15）。なお、豊かな内容
にもかかわらず、ここまでの教科書はわずか⚙ページで
ある。

図15　「点の運動」の練習4（左）とそのノート（右）

（⚔）「§⚓．軌跡の求め方 [1]」
この節は「伝統的」な軌跡を扱う。問⚑は図16で P

が円弧上を動くとき△PAB の内心 Q の軌跡を求める。
教科書では∠AQB ＝ 120°を用いるが、ノートでは PQ
と円との交点 M を用い、MQ ＝ MA（一定）から M を
中心とする円であることを導くという、より論証的な方
法をとっている。

図16　「軌跡の求め方［1］」の問1（左）とそのノート（右）

P が AB 上を動くときの△PCD の重心 Q の軌跡を求
める問⚒も、論証によって答えを求める旧来の形式とい
う意味で、同じ趣旨である（図17）。軌跡としては、直
線または円しか登場しない。この問いでは AB に平行な
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直線となる。ただ、教科書には、これまでに学んでいる
ことなので「前の例にならって、この問題の解を書いて
みよ」とだけ記されている。加えて、ノート上では図17
右のように多数の図を描いて実験的、発見的に求めよう
とする、前節以来の方法を試みている。軌跡の本来の意
味である動的な考察が生かされており、新しい指導法の
趣旨をよく体現しているように見える。

図17　「軌跡の求め方［1］」の問2（左）とそのノート（右）

引き続く練習問題も、旧来の幾何教科書によく見られ
たものが並んでいる。AP の延長上に PQ ＝ PB となる
ようにとった点 Q の軌跡（図18）、A が直線 XY 上を動
くとき正三角形 OAB の頂点 B の軌跡（図19）などであ
る。論証に加えて、やはり動的な作図が試みられてい
る。

図18　「軌跡の求め方［1］」の2（左）とそのノート（右）

図19　「軌跡の求め方［1］」の5（左）とそのノート（右）

（⚕) ｢§⚔．座標と軌跡」と「§⚕．軌跡の求め方 [2]｣
｢§⚖．いろいろな軌跡｣

⚔節から内容は断然新しくなる。当時「解析幾何」と
いわれた分野が始まるのである。問⚑は「y 座標が x 座
標に等しいような点の軌跡」、問⚒は x ＋ y ＝ 3 をみた
す点の軌跡などで、このあと既習の⚑次関数のグラフと
比較させている。ノートにはグラフ用紙が貼付され、て
いねいに作図されている。

⚕節の問⚑は原点 O からの距離が⚒である点 P の軌
跡、問⚒は原点と点 A(3,2）から等距離にある点 P の
軌跡、問⚓は AB ＝ 6 cm のとき、AP2 ＋ BP2 ＝180
cm2 であるような点 P の軌跡である。ノートでは問⚑
のあと円の方程式をいくつも練習し、問⚓では図20のよ
うに全くの計算問題として解いている。こうした解法は
従来の幾何の軌跡にはなかったものである。

引き続く練習問題では、円や直線のあと、楕円の方程
式を登場させている。練習問題⚔は原点中心半径⚔の円
の円周上の点 Q と、Q から x 軸に下した垂線の足 H の
中点の軌跡、同じく⚕はもっと直接的に、原点中心半径
a の円を「上下の方向の弦が b/a になるように縮小」し
たときの楕円の方程式である。

⚖節の問⚑は点 A と直線 l から等距離にある点の軌
跡（放物線）、問⚒は⚒点 A, B からの距離の和が一定で
ある点の軌跡（楕円）、問⚓は⚒点 A, B に対して PA ＝
2PB となる点 P の軌跡（アポロニウスの円）で、いず
れも今日高校「数学Ⅲ」で扱う計算問題である。興味深
いのは引き続く練習問題で、⚑は「定規と糸で放物線を
書く工夫」、⚕には双曲線の定義と、同じく「定規と糸
で放物線を書く工夫」を求めていることだ。⚕の解答は
図21のように大変ていねいに記されている。定規の左端
を F に置き、BF － AA′の長さの糸を B と F′の間に張
り、定規の上の点 C で折り返しながら描くと、CF －
CF′の長さが AA′(一定）となる曲線が得られる。

図21　6節練習5のノート
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図20　5節問3のノート



そのほか、⚒では円内に定点 A があり、円周上の点
P が動くとき、OP 上で QA ＝ QP をみたす点 Q の軌跡

（楕円）、⚓は円 A とそれに交わる直線 l の両方に接す
る円の中心の軌跡（放物線）、⚔は大円 A 内に小円 B が
あるとき A, B 両方に接する円の中心の軌跡（楕円）、⚖
は円外に点 A があり、円周上の点 P が動くとき、OP
上で QA ＝ QP をみたす点 Q の軌跡（⚒の双曲線版）
が続く（図22、23）。本格的な円錐曲線の学習である。

図22　6節の練習問題2、3

図23　6節の練習問題4、6

数多くの「解析幾何」を学習した直後であるが、ここ
ではこれらの問いに図形的性質を用いて答えている。旧
来の軌跡問題のように必要条件と十分条件をともに確か
めることも怠っていない。今日軌跡といえば「解析幾
何」に限るかのようであるが、図形的性質も含めた円錐
曲線に対する多面的なアプローチを、それもかなりてい
ねいに試みていたことがわかる。

最後の練習問題⚗はやや面倒である。図24において
AP･AQ ＝⚖cm2 をみたす点 Q の軌跡を求める。面積の
単位が登場することもあって、適当に座標を置いて軌跡
の方程式を求めたくなるが、それなりに込み入った計算

になる。一方、AP
3 ＝ 2

AQ と考えると相似の性質が使

えることに気づく。AH 上で AM ＝⚒cm となる点を M
とすると、△AQM ∽△AHP から∠AQM はいつも直角
となり、Q が AM を直径とする円周上の点であること
が導けるのである。

このように、円錐曲線も含めて図形を総合的に学習す
る機会は、今日でもあまりないのが現状であろう。ノー
トで第⚖節の途中から第⚔学年に進んだことがわかる
が、とはいえ今日の高校⚑年生であり、昭和19年という
当時の社会背景を考えると高度な内容を限られた時間や
資源の中で懸命に指導、学習していた様子が推察される。

（⚖）「§⚗．点の位置を定めること」
この節は軌跡の応用という面もあるが、むしろ従来

「作図問題」といわれた分野の位置づけであろう。
問⚑は∠APB ＝ 20°、∠BPC ＝ 35°の時に P の位置

を定める方法を問う。距離などを具体的に設定せず、円
周角の性質を使う方法のみを答えさせる問いになってい
る（図25左）。問⚒は戦時色の濃い問いだが、400 km/h
で直進南下する B に A から500 km/h で追いつく方法
を、これも具体的な距離などを設けずに尋ねている。
ノートでは問⚒に三つの解答を記している。第一は図26
左のように BC：CD ＝⚔：⚕となるような点 D を AB
上にとり、A を通り CD に平行な直線を引く方法、第
二に同図右のような直角三角形を考え、

(FB ＋ 400 t)2 ＋ AF2 ＝ (500 t)2

というピタゴラスの定理を考える方法である。第三は、
BP：AP ＝⚔：⚕をみたすアポロニウスの円を考える方
法であり、実際上の問題に多様な方法でアプローチさせ
ようとする『数学第二類』教科書の意図を見ることがで
きる。
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図24　6節の練習問題7
H

図26　7節の問2の解答例

図25　7節の問1、2



同様の趣旨で練習問題が続いている。⚑は l 上の点で
∠APB ＝ 40°となる点 P を探す（図27左）。⚒は中心が
⚘cm 離れた半径⚒cm と⚔cm の⚒円の両方に接する半
径⚗cm の円の作図、⚓は l 上の点から長さ⚓cm の円
の接線を引く方法である（図27右）。

図27　7節の練習問題、左から1、3

⚖はこれも戦時色の強い素材で、A で聞いた「大砲
の音」が B より2.2秒遅いとき、大砲の位置を求める方
法を考える（図28）。もちろんこれだけでは「大砲」の
位置は定まらず、定めるための方法までを問う形になっ
ている。

図28　7節の練習問題6

CCC

ノートでは AC と BC の距離の差が748 m であること
から双曲線（図29では字が薄れて見えない）であること
を導いたうえ、位置を定めるには「観測所をもう一つ、
A, B と一直線上にないところにおけばよい」と記して
いる。

図29　7節の練習問題6のノート

身近な話題が「敵陣の大砲」であることには、教育が
担わされた役割を想像して悲痛な思いに駆られる。た

だ、円錐曲線という高度な内容も含めて実社会に活用し
ようとした試みは読み取ることができるのである。

（⚗）「§⚘．種々の問題」
「第⚑章軌跡」の最後の節は練習問題が並ぶ。計13問

のうち、⚑～⚕と⚙、10は軌跡、⚖、⚗、12、13は空間
図形、⚘が投影図の実長問題、11だけが不等式の領域に
なっている。

まず軌跡である。この教科書らしい新しい試みが中心
である。⚑は図30左のようなコップを横にして転がすと
どんな図形を描くかという不思議な問いである。これも
軌跡を動的に考察するという、従来にない着想からの問
いになっている。ノートでは同図右と相似の性質を用い
て、BE を半径とする円を描くことをていねいな考察で
記述している。⚒は半直線 OA が O を中心にして回転
し、点 P が O から一定の速度で OA 上を進むときの P
の軌跡を求める。らせんを極座標で考える問いだが、授
業ではさすがに割愛されている。

図30　8節の練習問題1（左）とそのノート（右）

⚓は⚒点 A, B の距離が⚘cm のとき、AP2 － BP2 ＝
20cm2 であるような P の軌跡、⚔は x 軸上に P、y 軸上
に Q があって OP ＋ OQ ＝ 10 cm の時、PQ の中点の軌
跡、⚕は⚒点 A, B からの距離の比が m：n である点 P
の軌跡（アポロニウスの円）である。

ノートでは⚓、⚔ともに「解析幾何」的方法でそれぞ
れ直線の方程式を導いているが、面白いことに⚕は全く
幾何学的に求めている。図31において、∠APB とその
外角の二等分線をそれぞれ PH, PK とするとき、H, K が
それぞれ AB を m：n に内分および外分することを示し
たうえで（この部分の証明はない）、∠HPK が常に直角
になることから導くのである。今日の高等学校教科書だ
けを念頭におくと、むしろ目を開かせられる思いがす
る。

軌跡の問のうち⚙は図32左のような「機械」の運動に
関するもので、AB と AC を p cm、残りを q cm という
固定長にし、D を定直線 l 上を動かしたときに E の運
動を問うている（同図右）。具体的な機械から軌跡を考
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える方法は、この教科書で一貫して取り上げられてい
る。AD が最も近いときに DE は最も開き、AD が最も
遠いときその逆になる。問いは「E はどんな線を書く
か」であるが、ノートではまずこの二つの場合について
言及している。図33を参考に考えると AD が p － q の
ときと、 p2 － q2 のときである。このように AD の距
離を使って DE の幅を求めるのはそれほど困難ではない
が、点 E の軌跡を何らかの方法で記述するのは相当面
倒な作業になる。

図32　8節9の「機械」

図33　DEが最大または最小（に近いとき）

これにはやや技巧的な図形的方法が用いられている。
図34にあるように、A から直線 l に垂線を引くというア
イデアで、それに対して垂線 DD′、および∠E が直角に
なるような線分 EE′を引く。三角形の相似から AE′：
AD ＝ AE：AD′で、AD･AE が一定あることを示し、
かつ AD′が定長であることから AE′が一定となり、E
の軌跡はこの AE′を直径とする円上にあることを示す
のである。

軌跡の最後の10もやはり図35のような機械の運動で、
点 C の軌跡を求める問いである。ここでは座標を用い
て楕円の方程式を導く（図36）。図形的方法や「解析幾
何」的方法が混在し、自在に活用されている。『数学第
二類』で意識されていた多様な解法の活用を試みている

とみることができよう。
特に重視されているようには見えないが、空間図形に

ついても取り上げられている。むしろ平面、空間の幾何
を境目なく学習させたいという意図のように見受けられ
る。⚖は空間内の⚓点 A, B, C から等距離にある点は

「どんな範囲にあるか」、⚗は「四面体には球を外接させ
ることができる。これを証明せよ。」である。⚖を使っ
て△BCD の外心を通り平面 BCD に垂直な直線 OM を
考え、⚒点 A, B から等距離にある面と OM の交点 L を
球の中心と推論させようという問いになっている。ノー
トではこの様子を図37のような美しい図とともに解答し
ている。

空間図形の12は空間内で平行な⚒直線 a, b をそれぞれ
軸として回転する平面 M, N が直交するとき、その交線
の軌跡を求める問いで、ノートでは「真上から見た」図
を用いて「半円柱」であると論述している。

⚑問だけやや異質な、不等式の領域にかかわる問い
は、扱った円錐曲線の方程式を補足する意味であろう。
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図31　8節のアポロニウスの円の証明（一部） 図34　8節9の「機械」の Eの軌跡

l

図35　8節10の「機械」

図36　8節10の「機械」楕円の方程式



⑴ y ＞ x2 － 4x ⑵ y ＞ x2 － 4x, y ＜ 2x － 7

この⚒問だけで平易な印象だが、旧課程では全く扱うこ
とがないため、グラフ上の点を表を書いて示すなどてい
ねいに指導されている。あいにく図の部分は失われてい
る。

ノートはこの後教科書に沿って「三角形と三角函数」
に進む。三角関数の応用から加法定理に至る幅広い内容
である。『数学第二類』では⚒学年で三角比を学習する
ことになっているものの、Ｋ氏の学年は⚔年生の初めの
この時点で未習のままであるため、ノートでは鋭角の三
角関数の定義からの講義となっていて、教科書は反映し
ていない。教育課程の改訂期には往々にして起こること
ではあるが、特にこの期の改訂が劇的であったため、あ
ちこち補足しながら新課程を実施していく苦労は相当で
あったと推察できる。

⚔．まとめと今後の課題

Ｋ氏の幾何ノートでは身の回りの実物の運動に見られ
る軌跡の問題について、労を厭わないていねいな作図に
よって分析するという、『第二類』教科書が求めた帰納
的で発見的な学習を実現していた。こうした方法を従来
の論証的な幾何とも結びつけ、加えて代数的な方法も取
り入れて図形を円錐曲線まで広げた新課程の意欲的な内
容を、きわめて着実に学ぶ姿を実際に見ることができ
た。
「知識を授ける」から「知行一体」への変化を強調し

た昭和17年の教授要目では、戦時下という状況を反映し
て「数学を行ずる日本人」など国家主義的な衣をまとい
ながらも、「事物現象に即して直接生徒の理知的能力を
育成する根本精神」を掲げ、「数学に於いて物理的現象
を取り上げる」、「図形を動的に考察して…空間直感を豊
かにする」など新たな考え方を取り入れた。特に第二類
では「近似的に精密に図を書く製図と数学的に正確に図
を書く作図とは、ともに課して両者の立場をともに生
か」すことを方針とし（下村一郎，1942）、それが本稿

で述べたような『第二類』教科書を実現した。本小論で
は、地方の小さな中学校でも、その趣旨の実現に教師、
生徒ともに努力を重ねた様子を明らかにした。

このノートの終わりは昭和19年であり、戦況は日に日
に厳しさを増し、⚒月には閣議において「決戦非常措置
要綱」が「すべて今後一年、常時これを勤労その他非常
任務に出動せしめ得る組織的態勢に置き必要に応じ」

（文部省，1972，p. 565）動員すると定め、中学生の勤労
動員が始まっている。昭和18年の中学校令により、修業
年限の短縮も実施された。通年動員とはいえ地域によっ
ては学習する時間も設けられたようだが、いずれにして
も限られた条件の中で、教師も生徒も全く新しい教育課
程の内容に懸命に取り組んだ様子が、ノートの精緻な記
述から浮かび上がってくる。「中等教育は実質的に停止
することになり」（日本数学教育学会，1987，p. 52）など、
この時期の改革は戦時ゆえにほとんど未実施に終わった
かのような印象を抱きがちだが、時間や教材の確保から
教育課程の移行に伴う補充の工夫などを含めて、多大な
努力が払われたことは記憶しておいてよいと考えられ
る。今後も、地域に「眠る」教育資料をできる限り掘り
起こし、教育課程や教科書だけでは見えてこない「実施
されたカリキュラム」の実像をいっそう明らかにしてい
きたい。

なお本小論は、地道な資料の探索と読解に従事した林
空香さんの努力の上に成り立っている。氏名を記して感
謝の意を表します。
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図37　8節7の四面体の外接球


